
令和6年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全正規教員が週1回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週1回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週1回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「推進できた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が「おおむねできた」と回答した。

２：６０％以上の教員が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：対象となる全学年で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学年で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

4

学校評価アンケート
（保護者・教員・生徒）

「学校は、学校の様子を
保護者・地域に伝えて
いる」等に係る項目にお
いて
肯定的に回答した割合

４：
８０％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

3 ２：
６０％
以上

学年だよりを週1回発行し、生徒の様子を
きめ細かく保護者に伝える。 4

１：
６０％
未満

各学年で地域についての学習を行い、地
域の一員としての自覚を養う。 3

生徒による授業アンケートを年2回実施し、
授業改善に生かす。 4

4

　各教員ともに各種研修会や発表会等に積
極的に参加し各自の授業を見直し改善に努
めている。特にＩＣＴ機器を活用した授業展開
ではＩＣＴ支援員と連携し生徒にとってわかり
やすい画面表示や意見交換等に努めてい
る。また新聞を活用して論理的な思考力表現
力を育成するための校内研修を年間を通し
て実施し各学年での研究授業や現役新聞記
者による出前授業などを実施し、生徒ととも
に教員も指導スキルの向上に努めてきた。
アンケート結果では、教員の授業力向上へ
の取り組みに一定の成果と理解が得られる
結果であると考える。「先生は分かるまで教
えてくれる」の質問に98.1%の生徒が肯定的
回答、また「学習で困ったときにアドバイスを
してくれる」の質問では生徒88%保護者94/3%
が肯定的に捉えている。更に「映像や図など
を使ってわかりやすい授業のために工夫して
いる｣の質問に生徒の97,6%保護者の98.1%が
肯定的評価であった。また本アンケートには
ないが、４月に第３学年で実施された全国学
力学習状況調査の生徒質問「先生は授業や
テストで間違えたところや理解していないとこ
ろについて分かるまで教えてくれる」で97%以
上の肯定的回答をしている。各教員の生徒
に分かりやすい授業をするための工夫や取
組が生徒や保護者に受け止められ、良好な
信頼関係が築かれていると考える。
　一方で「評価について先生は十分に説明し
ている」の質問では生徒の96.1%が肯定的に
捉えているが保護者では約19%の人が否定
的に捉えている事が分かった。少数意見で
あるが、評価評定は各生徒の学習状況を示
す数値であるため、根拠を明確にするなど、
さらに各保護者に理解が得られるよう努める
必要がある。

Ａ 6

・目標に対する成果評価は４でもよい
と考えます。３とした理由として、生徒
のボランティア活動への参加率が低
いことを挙げたのであれば、高い目標
を設定しているためと評価します。区
立中学校の取組としては大切な点で
あり、同窓会としても協力できる点と
考えます。

・先生方の負担を軽くして、生徒と向
き合う時間に充ててほしいと思ってい
ます。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

4
３：
７０％
以上

B 2

Ｃ 0

Ｄ 0

3

毎月1回の学校だより、週単位で発行する学
年だより、ホームページの定期的更新などを
通して学校の様子を家庭や地域に伝えてい
る。また生徒会では今年度２回地域清掃を実
施、馬込地区の公園などに捨てられている
空き缶やペットボトル拾い、落ち葉はきなどを
行って地域への貢献と自分も地域の一員で
ある意識高揚に努めている。
　また10月末に第２学年では地域と連携した
防災訓練、１学年では防災活動拠点講座を
実施、災害発生時に中学生としてできる事を
学ぶとともに地域の一員としての自覚や認識
を育む機会となった。また年間３回の地域教
育連絡協議会を開催し、本校の教育活動の
報告や外部委員からみた学校の様子を基に
した意見や評価を学校改善に生かしている。
　アンケート結果を見ると、各種たよりや学校
ホームページについて回答した保護者全員
から肯定的評価を得る事ができ、配布物や
ホームページ等を通して学校の様子が伝
わっている事が分かった。生徒も95%以上が
学年だより等の配布物で、学校情報を知らせ
てくれていると認識している。良好な回答を
得られたと考える。
　一方で約半数の生徒が地域清掃や地域ボ
ランティアなどに参加した事がなく、保護者も
同様な回答をしている事がわかった。事前の

Ａ 6

Ａ 8

・自己評価は４で適切と判断します。
・教員の取組が保護者、生徒から一
定の評価を得ており、よい状況と考え
ます。継続をお願いします。

・すばらしい先生方のご努力が伺えま
す。熱意も感じます。ありがとうござい
ました。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

4
３：
７０％
以上

Ｂ 2

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。 4

学校評価アンケート
（保護者・生徒）

「授業は、工夫があり、
わかりやすい」・「授業
は、話し合い活動や発
表などがあり、友達の
意見を聞いたり、考えを
伝えたりできる」等に係
る項目において
肯定的に回答した割合

４：
８０％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。 3 ２：

６０％
以上

Ｃ 0
校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。 4

１：
６０％
未満

Ｄ 0

・自己評価は適切と評価します。
・食育については４評価でもよいと考え
ます。
・運動習慣については個性もあり、指導
がむずかしいと感じますが、豊かな生
活を送る上で大切なことであることを伝
えていきましょう。
・「早寝・早起き・朝ごはん」「食育」につ
いて  →家庭で行うところを学校で指導
を行う保護者教育までされて学校から
の力が伺います。幅広い給食メニュー
で保護者も安心して学校での栄養に期
待されているのでしょう。
・「運動習慣」について
生徒は忙しいと思います。朝授業前に１
０分体操など、朝読書と共にできるとい
いかと思います。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

3

３：
７０％
以上

B 0

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

3

学校評価アンケート
（保護者・生徒）

「スポーツ活動の習慣
化」・「生徒会活動、委
員会活動、部活動等へ
の取り組み」等
に係る項目において
肯定的回答の割合

４：
８０％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

3

２：
６０％
以上

Ｃ 0

全教員が部活動や委員会活動を担当し、
日常的に体を動かす習慣を付けさせる。 3

１：
６０％
未満

Ｄ 0

4

年間２回の早寝・早起き・朝ごはん月間で朝
礼等で望ましい生活習慣の定着についての
講話、学校だよりや学年だよりを通しての家
庭への呼びかけなどを行った。また毎日の給
食は栄養士・調理業者がよく連絡を取り合
い、安全安心な給食を提供している。
　体育授業や部活動（運動部）、運動会や球
技大会等を通して体力向上と運動への興味
関心を高る活動等に努めてきた。また、生徒
会や部活動を通して、リーダー生徒の育成や
社会性の伸長を図っている。月１回の生徒会
朝礼では委員会の代表者がプロジェクターを
使った説明や一般生徒への呼びかけ、寸劇
など工夫した活動報告を行うなど自治力の向
上も見られている。
アンケート結果では、給食に関しては98%以
上の保護者が成長やバランスの良い献立に
なっていると回答し生徒も８割以上が栄養バ
ランスを考えて食べている事が分かった。ま
た部活動や生徒会活動に積極的に取り組ん
でいると答えた生徒は84%、保護者は96.2％
で学校側の取組やねらいが一定数評価され
ているものと考える。
一方で、運動習慣の確立に努めた教員が
90%に対して実際に運動や体を動かしている
と答えた生徒は68%、保護者の認識は62%で
あった。また望ましい生活習慣について教員
の90%が生徒の意識向上に努めていると回
答したのに対して、規則正しい生活を意識し
ていると回答した生徒は75%、保護者は62.2%

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

学校評価アンケート
（生徒）

「良好な友人関係」・「先
生は、悩みを聞いてくれ
たり、相談に応じてくれ
ている」等
に係る項目において
肯定的に回答した割合

４：
８０％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

4
２：
６０％
以上

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。 4 １：

６０％
未満

スクールカウンセラーや関係諸機関との連
携を密にし、生徒理解を深める取組を推進
する。

3

0

１：
60％
未満

Ｄ 0

・自己評価は適切と評価します。

・規範意識ある馬込中の生徒だからこ
そ生徒が落ち着いています。先生方
のご指導に感謝します。
・「カウンセラーの利用に関するアン
ケート結果」について
　→生徒はカウンセラーの利用が必
要ないように思います。身近な先生、
クラスメート等で切り替えながら楽しく
学校生活を送っていると思われます。
むしろ保護者のカウンセラーが必要と
感じます。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

3 ３：
７０％
以上

Ｂ 2

Ｃ 0

Ｄ 0

4

普段から授業規律の徹底はもとより登校時間や下校指
導、多様性や人権に配慮しつつ身だしなみに関する指
導などに力を入れ、社会のルールを守ろうとする規範意
識の向上を目指している。特別の教科道徳の授業では、
内容項目に即しながら生徒が前向きに受けられるような
授業の工夫に努めている。また夏休みの三者面談（生
徒･担任・保護者）の他に、２学期始めと３学期始めには
生徒と話しやすい教員との二者面談を実施し、学習や友
人関係上の悩みや思いを聞き取れるよう努めている。
　いじめや問題行動、不登校等の課題等については、毎
週開かれる生活指導部会や学期１回開催している不登
校対応対策会議等で学年を超えて共通理解を図った上
でＳＣや登校支援員、特別支援教室（サポートルーム）
専門員等のスタッフを含め組織的に問題解決や支援に
努めている。このほか年３回いじめに関する調査（ふれ
あい月間）や、人権教育等を通していじめの未然防止や
早期発見早期解決に努めている。
　今回のアンケート結果を見ると社会のきまりやルール
に関する質問では生徒の98.6%、保護者の98.1% 、教員
の100%が肯定的評価、「先生は悩みや相談などを聞い
てくれるか」の質問では生徒89%、保護者92.3%が肯定的
評価、いじめに関する質問では生徒保護者とも95%以上
が「絶対にいけない事」と捉えている。こうした回答から
豊かな心を育てるための本校での取組に一定の理解が
得られていると考える。
　一方で教員の中にふれあい月間で実施されるハイ
パーＱＵの見方がよく分からない教員がいる事も分かっ
たので今後研修等を通して同調査の見方や事後指導に
関する研修等を実施する必要がある。
　スクールカウンセラー（ＳＣ）の利用についての意識が
生徒27%、保護者36%と低い結果となったのは、現時点で
ＳＣに相談するような悩みや困りごとを抱えていない生
徒が多いからであると捉える。今後悩む事があった際、
身近に相談できる人がいて、ＳＣがいつでも、どんな事で
も相談に乗ってくれる存在である事を相談室だより等を
通してＰＲし、ＳＣについての理解と利用啓発を進めてい
く。

Ａ 6

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

3

授業改善推進プランを、授業に生かす。 4

検定（漢字・数学・英語）の試験を推進し、
学習への意欲を高める。事前の学習講座
や定期考査前の学習教室を実施し、学習
を支援する。

3

・成果評価は４でもよいと考えます。３
と評価したことで何が不足していか、
記載の追加をお願いします。（赤字部
分を追加記載しました）

・先生と生徒と共に前進されていると
思います。先生の推進力が生徒にも
つながっていてすばらしいと思いま
す。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。 4

３：
７０％
以上

Ｂ 3
学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。 4 ２：

60％
以上

Ｃ

学校評価アンケート
（生徒）

「前向きに学習に取り組
むことができている」・
「先生は、学習で困った
ときに適切な指導や助
言をしてくれる」等
に係る項目において
肯定的に回答した割合

４：
８０％
以上

3

各教科の授業では発表や話し合い、学習課題に
ついて相手に説明する活動等を取り入れた授業
を実践して論理的な思考力や表現力、他者の意
見を尊重する態度の育成に努めている。定期考
査では、基本的な知識・技能と応用的な思考力・
判断力を問う問題をバランス良く出題しそれまで
の授業や課題を振りかえられるよう工夫している。
また定期考査前補習や土曜補習を計画的に実施
し学力補充や躓きの見られる生徒支援に努めて
きた。
　授業に関するアンケートでは教員の100%が生徒
が分かる授業の工夫をしていると回答、これに対
して「授業がわかりやすいか」の質問に生徒・保護
者ともに約９割の肯定的回答が見られた。また本
アンケートにはないが、４月に実施された区の学
力効果測定では第３学年で、２年生からの３年生
にかけての学力の経年比較で区内１位の伸び率
を達成した。一方で補習教室への参加意欲に関
する生徒アンケートで３人に１人の割合で否定的
な意見が見られた。補習教室の実施日、内容、参
加の呼びかけ方法等に見直し、改善を図ってい
く。
　今後、学力向上が更に定着するようＩＣＴ機器等
の効果的な活用を含めた授業改善を図っていく。
また基礎学力の定着に課題が見られる生徒らに
対して補習教室や面談での学習カウンセリング等
を通して生徒個々にあった具体的なアドバイスや
支援に努め、生徒自ら自己の学習課題に気づき
学習に取り組めるよう啓発していく。

Ａ 5

6

・自己評価は適切と評価します。
・「生徒が自宅でタブレットを活用してい
るか」とのアンケートは設問が適切か、今
一度検討ください。タブレットを利用しな
いと解答できない宿題を出すのは目的と
ずれていると思います。
・先生方のご指導で生徒は伸び伸びと学
校生活を送っていると思います。ありがと
うございます。
・「『自分と違う意見をもつ相手・・・』のア
ンケート結果」について
　→思いやりがるから落ち着いた学校生
活ができると思います。
・「保護者の一部に子どもの家庭学習に
否定的な意見があること」について
　→保護者よりも生徒はしっかり学習して
いると思います。家庭では見えにくいと思
いますが、学校と家庭での違いでしょう
か。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4 ３：
70%
以
上 Ｂ 2学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ

ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4
２：
60%
以
上 Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3 １：
60%
未
満 Ｄ 0タブレットを活用した指導を実施し、生徒の

情報活用能力やデジタル・シティズンシップ
の育成を図る。

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育

成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学校評価アンケート
（保護者・生徒・教員）

「教育活動の場面で多
様な他者と協働できるコ
ミュニケーション能力の
育成」・「ＩＣＴを活用した
授業の実施」等
に係る項目において
肯定的に回答した割合

４：
80%
以
上

4

　本校では各教科の授業や特別の教科「道
徳」の授業はもとより、学校行事の工夫や自
主性を重んじた生徒会活動等を通して、生き
る力の育成や人権教育の充実に努めてい
る。英語科では英会話指導の充実などＡＬＴ
を効果的に活用したコミュニケーション能力
の育成、学年では修学旅行の事前学習や落
語教室等を通しての日本の伝統文化につい
て理解を深める活動、各教科でＩＣＴ機器を
使った授業を日常化し情報処理能力を高め
る指導や話し合い活動による自己表現と他
者理解の向上に努めるとともに論理的・科学
的な思考力や表現力育成に努めている。ま
た運動会や文化祭では生徒の自主性を重ん
じるよう計画、実行委員を中心に目標に向
かってクラス一丸となっての取組を通して連
帯意識や達成感、自己肯定感の育成を図っ
ている。
　学校評価アンケートでは各項目ともに概ね
70～100％の肯定的意見が目立ち教育活動
について一定の理解を得ていると考える。特
に「自分と違う意見をもつ相手への思いやり」
に関する質問では三者ともに100%に近い肯
定的評価を得る事ができ、他校と交流のある
行事でも相手を尊重する態度の見られる生
徒が増えている。
また学校生活について「充実した学校生活を
送っている」「馬込中学校に入学して（入学さ
せて）よかった」の質問で、それぞれ生徒・保
護者ともに90%以上の肯定的回答を得る事が
できた。
　一方で保護者の一部にこどもの家庭学習

Ａ

令和５年度　大田区立馬込中学校　自己評価　報告書

Ⅰ　学校教育目標
　人間尊重を基本とし、豊かな個性と創造力をもつ人間形成をめざして
１　健全な心身を育てる　　　　２　進んで学ぶ態度を育てる　　　 ３　豊かな心情を育てる

Ⅱ目指す学校像
　≪生徒・保護者・地域の信託に応える≫
　 『安全・安心　基礎・基本　正しい言葉　自己肯定感　地域の信頼　』
〇 生徒にとって学校に行くことが楽しみになる学校　　　　　　　　　　　　　　　〇 地域にとって誇りとなる学校
〇 教職員にとって子どもたちの成長に誇りと働きがいが感じられる学校　　　〇 保護者にとって子どもを通わせて本当によかったと思え

Ⅲ　学校経営の基本方針
　「大田区教育委員会の主要施策」をふまえ、本校教育目標の実現と、生徒と教師がともに学び合う学校づくりを目指す。『安全・安心　基礎・基本　正しい言葉　自
己肯定感　地域の信頼』をキーワードに全教職員の力を結集し、子供たちが自律し生き生きと輝ける学校経営に努める。
 
Ⅳ　本校の特色
　・生徒会を中心とした地域清掃等のボランティア活動　　・特別支援学級と通常の学級との交流　　・地域との防災訓練
　・生徒主体の行事の実施

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄


